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公
益
社
団
法
人
日
本
専
門
新

聞
協
会
（
入
澤
亨
理
事
長
）
は
、

10
月
17
日
に
東
京
・
千
代
田
区
内

幸
町
の
帝
国
ホ
テ
ル
「
孔
雀
東
の

間
」
に
お
い
て
「
第
77
回
新
聞
週

間 

日
本
専
門
新
聞
大
会
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
す
る
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
留
意
し
な
が
ら
の
実
施

で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
第
5
類
と
な
っ
た
今
回
は
通

常
通
り
の
開
催
と
な
る
。

　

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
10
月
15

　日本専門新聞協会は、新聞週間に合わせて加盟社の社員に対し表彰を行っているが、令和6年度は
総勢18名を表彰することになった。

　日本専門新聞協会は、第77回新聞週
間にちなみ｢新聞週間キャッチフレーズ｣
を全国から募集していたが、その入選が
次のように決まった。（敬称略）

〈
優
秀
作
〉

　
情
報
が  

あ
ふ
れ
る
時
代
の  

専
門
紙

　
読
み
解
く
記
事
が  

未
来
を
照
ら
す   

原
田
史
生（
一般
応
募
）

〈
佳
　
作
〉

　
不
確
か
な  

時
代
を
灯
す  

専
門
新
聞

　
持
続
可
能
な
記
事
が  

未
来
を
拓
く  

荒
木
誠
治（
一般
応
募
）

〈
佳
　
作
〉

　
加
速
す
る  

デ
ジ
タ
ル
時
代
の  

専
門
紙

　
変
革
チ
ャ
ン
ス
に 

繋
ぐ
情
報
　
　
　  

細
野
美
和（
一般
応
募
）

入選キャッチフレーズ

例年、盛況の講演会会場

日本専門新聞特集号

≪表彰≫
功労章

積田 朋子 （株式会社 観光経済新聞社）

功績章

小屋 勝志 （株式会社 カーアンドレジャーニュース）

和田 恵 （株式会社 日刊建設通信新聞社）

優良社員表彰

川端 純子 （株式会社 環境新聞社）

小澤 耕太郎 （株式会社 建設新聞社）

葛西 正和 （株式会社 建設新聞社）

斎藤 充 （株式会社 建設新聞社）

湯澤 貴志 （株式会社 創樹社）

日
か
ら
一
週
間
に
わ
た
る
新
聞
週

間
に
合
わ
せ
、
当
協
会
の
最
大
の

文
化
的
事
業
・
公
益
目
的
事
業
で

あ
り
、
か
つ
専
門
新
聞
と
し
て
社

会
の
期
待
に
応
え
る
決
意
を
内
外

に
示
す
事
業
と
し
て
開
催
し
て
い

る
。
幅
広
い
国
民
の
皆
様
、
専
門

紙
読
者
、
政
官
界
、
経
済
界
を

は
じ
め
各
国
大
使
館
な
ど
多
く
の

方
々
を
招
い
て
い
る
が
、
時
局
講

演
会
、
式
典
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど

多
数
の
出
席
が
見
込
ま
れ
る
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
第
1
部
は
午
後

3
時
30
分
か
ら
、
慶
應
義
塾
大

学
経
済
学
部
教
授  

小
林
慶
一
郎

氏
を
講
師
に
招
き
「
日
本
経
済
の

展
望
と
課
題
」
と
題
す
る
講
演

会
が
行
わ
れ
る
。

　

小
林
氏
は
、
1
9
9
1
年
東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

を
修
了
し
、
1
9
9
1
年
通
商
産

業
省
に
入
省
、
そ
の
後
1
9
9
8

年
シ
カ
ゴ
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
博
士
課
程
を
修
了
。
経
済

産
業
研
究
所
上
席
研
究
員
、一
橋

大
学
経
済
研
究
所
教
授
を
経
て

2
0
1
3
年
よ
り
慶
応
大
学
経

済
学
部
教
授
に
就
任
し
た
。
ま
た

経
済
産
業
研
究
所
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー

フ
ェ
ロ
ー
、
キ
ャ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

略
研
究
所
研
究
主
幹
な
ど
を
兼

職
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
研

究
分
野
、
主
な
関
心
領
域
は
マ
ク

ロ
経
済
学
、
金
融
危
機
、
経
済
思

想
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

著
書
も
、
日
本
の
経
済
政
策
、

財
政
関
係
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
政
策

な
ど
数
多
い
。

　

引
き
続
き
午
後
5
時
10
分
か

ら
第
2
部
式
典
が
開
か
れ
、
大
会

会
長
の
入
澤
理
事
長
挨
拶
、
文
化

庁
長
官
の
祝
詞
が
あ
り
、
来
賓
挨

拶
、
そ
し
て
国
際
交
流
を
行
っ
て

い
る
韓
国
専
門
新
聞
協
会
か
ら
の

挨
拶
、
さ
ら
に
加
盟
社
代
表
者
顕

彰
、
優
良
社
員
表
彰
、
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
表
彰
お
よ
び
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
入
選
作
の
発
表
が
行

わ
れ
、
最
後
に
大
会
ア
ピ
ー
ル
が

発
表
さ
れ
る
。

　

第
3
部
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
午
後
6

時
20
分
に
開
会
し
、
大
塚
一
雄
政

治
連
盟
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
祝

辞
、
そ
し
て
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
抽
選

な
ど
が
行
わ
れ
親
睦
を
深
め
る
。

総勢18人を表彰

令和6年
第77回
新聞週間

日本専門新聞大会
フェスティバル

小林 慶一郎氏が講演第１部

大会アピール

大会スローガン

　世界では引き続きロシア・ウクライナやイスラエルでの戦争が激化し、収束のめどが
立たっておらず、世界経済・環境への影響は計り知れない。一方国内ではここ数年猛威
を振るったコロナによるパンデミックはアフターコロナと言われる状況へと変化し、社会生
活・働き方にまで影響を及ぼす事態となってきた。
　また、生成AIの急速な進展により新聞記事作成など加盟各社にとって大きな経営上の
課題となっており、さらには日経平均株価の乱高下、インフレによる資源価格の上昇など相
俟って日本経済、企業の事業運営、国民生活への影響はますます不透明となっている。
　このような時代だからこそ、信頼性の高い迅速な情報が求められる。我々、専門新聞は
課せられた公共的責任を改めて認識し、強靭で持続可能な社会に向け、使命を全うする
ことを、ここに宣言する。

● 専門分野のトレンドを、迅速かつ正確でより有益な情報を発信しよう！
● すべての専門新聞への消費税軽減税率の適用を実現しよう！
● 国民の知る権利に応えるため、第三種・第四種郵便制度を堅守しよう！

第77回 日本専門新聞大会

小林 慶一郎先生

（敬称略）

優良社員表彰

吉村 知津 （株式会社 創樹社）

原井 佳奈子 （株式会社 中建日報社）

坂倉 宏紀 （株式会社 東京交通新聞社）

森    康重 （株式会社 塗料報知新聞社）

塩澤 治 （株式会社 日本工業経済新聞社）

渡辺 慎也 （株式会社 日本工業経済新聞社）

湯川 勉 （一般社団法人 日本電気協会新聞部）

高橋 恭平 （一般社団法人 日本電気協会新聞部）

山口 翔平 （一般社団法人 日本電気協会新聞部）

田久保 優子 （一般社団法人 日本電気協会新聞部）
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第
77
回
新
聞
週
間
、
日
本
専
門
新
聞
大

会
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
あ
た
り
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
能
登
地
方
で
の
先
月
の
記
録

的
な
大
雨
に
よ
る
災
害
は
地
震
災
害
か
ら

立
ち
上
が
る
被
災
地
の
皆
様
に
と
っ
て
2
重

の
ご
心
労
に
な
り
、
本
当
に
心
が
痛
み
ま

す
。
一
日
も
早
く
元
の
暮
ら
し
に
戻
ら
れ
る

こ
と
を
願
って
止
み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
本
日
は
公
務
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、

文
化
庁
よ
り
国
語
課
長
の
村
瀬
剛
太
様
、

韓
国
専
門
新
聞
協
会
よ
り
金
光
卓
会
長
を

は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
お
越
し
頂

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
夏
の
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
て
開
催
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
人
選

手
の
活
躍
に
よ
り
、
海
外
大
会
で
は
最
多
と

な
る
メ
ダ
ル
獲
得
な
ど
は
、
私
た
ち
に
大
き

な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
平

和
と
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
終
わ
る
や
、
同
じ

ヨ
ー
ロッ
パ
で
は
未
だ
に
収
束
が
見
通
せ
な
い

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
、
中
東
で
は
更

に
激
化
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
周
辺
地
域
と
の

紛
争
な
ど
に
、
否
が
応
で
も
耳
目
を
集
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
、
今
年
は
世
界
的
に
重
要
な

選
挙
が
目
白
押
し
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は

各
国
の
与
党
勢
力
が
相
次
い
で
大
敗
や
苦

戦
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
背
景
と
し
て

は
既
成
政
党
へ
の
不
信
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
と
り
わ
け
、
来

月
5
日
に
実
施
さ
れ
る
米
国
大
統
領
選
挙

は
民
主
・
共
和
党
両
候
補
者
が
拮
抗
し
、

選
挙
の
行
方
は
混
沌
と
し
全
く
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
、
動
向
が
大
変
注
目

さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
我
が
国
で
は
自
民
党
総
裁
選
に
て

石
破
茂
氏
が
選
出
さ
れ
、
続
く
臨
時
国
会

で
第
1
0
2
代
首
相
に
就
任
。
そ
の
後
、

石
破
首
相
は
衆
議
院
を
解
散
し
総
選
挙
を

断
行
し
、
今
後
の
我
が
国
の
舵
取
り
役
を

国
民
に
信
を
問
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
ま
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障

上
の
国
際
情
勢
は
、
戦
後
最
も
緊
迫
し
て
い

ま
す
。
国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
株
価

は
1
9
8
9
年
に
記
録
し
た
史
上
最
高
値

を
更
新
し
、
デ
フ
レ
脱
却
や
ゼ
ロ
金
利
終
焉

な
ど
長
年
に
わ
た
る
異
常
事
態
か
ら
日
本

経
済
は
正
常
化
し
つつ
あ
り
ま
す
が
、
巨
額

の
公
的
債
務
残
高
や
社
会
保
障
改
革
、
少

子
高
齢
化
問
題
、
地
方
創
生
、
あ
る
い
は

迫
り
く
る
巨
大
地
震
、
多
発
す
る
自
然
災

害
へ
の
対
応
な
ど
対
処
す
べ
き
課
題
は
山
積

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
た
に
国
民
か
ら
負

託
さ
れ
た
政
権
は
全
力
で
課
題
解
決
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
日
本
専
門
新
聞
協
会

は
平
成
24
年
に
内
閣
府
か
ら
公
益
法
人
と

し
て
認
定
さ
れ
、
加
盟
各
社
の
記
者
取
材

活
動
の
支
援
や
専
門
情
報
の
提
供
、
そ
し

て
、
こ
の
新
聞
大
会
な
ど
の
公
益
事
業
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
65
年
前
、
昭
和
34
年
に
制
定
の

日
本
専
門
新
聞
倫
理
綱
領
で
は
、
責
任
・

寛
容
・
矜
持
・
気
品
を
も
っ
て
取
材
し
て

こ
そ
、
専
門
紙
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

が
出
来
る
も
の
で
あ
る
と
謳
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
情
報
伝
達
手
段
の
多
数
化
の
な
か
、

A
I（
人
工
知
能
）技
術
の
急
速
な
進
化
、

特
に
文
書
や
画
像
な
ど
の
デ
ー
タ
を
生
成
す

る
生
成
A
I
は
驚
異
的
に
進
展
し
、
生
成

A
I
を
悪
用
し
た
フ
ェ
イ
ク
情
報
は
私
達
の

想
像
を
超
え
て
、
広
く
氾
濫
・
拡
散
し
て
い

ま
す
。
こ
の
な
か
、
日
本
専
門
新
聞
加
盟

各
社
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
専
門
的
な
情
報

の
報
道
に
特
化
し
た
メ
デ
ィ
ア
集
団
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
、
今
後
も
そ
の
特
殊
性
・

専
門
性
を
活
か
し
た
確
か
な
情
報
を
報
道

し
、
読
者
の
信
用
・
信
頼
を
得
る
弛
ま
ぬ

努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

お
陰
様
で
、
協
会
は
80
年
近
い
歴
史
と

伝
統
を
誇
り
今
日
に
至
って
お
り
ま
す
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
関
係
諸
官
庁
、
諸
先
輩

方
並
び
に
加
盟
社
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物

と
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
時
代
の
大
き
な
転
換
期
の
な
か
で
、

こ
れ
か
ら
も
時
代
の
変
化
を
読
み
取
り
、
適

宜
・
適
切
に
協
会
運
営
に
徹
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
例
年
通
り
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
に

は
、
是
非
こ
の
機
会
に
お
互
い
に
懇
親
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
大
変
お
忙
し
い
な
か
、
多
数
ご
参

集
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
共
、
皆
様
の
ご
指
導
並
び
に
ご
鞭
撻

を
何
卒
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日本専門新聞特集号 挨拶

日本専門新聞写真コンクール入賞者第31回 日本専門新聞大会会長挨拶

専
門
的
メ
デ
ィ
ア
集
団
と
し
て
の

矜
恃
を
！

理
事
長
　
入 

澤
　 

亨

公
益
社
団
法
人 
日
本
専
門
新
聞
協
会

読者総数は1,200万人に専門分野から厳選された
協会加盟社80社

『複眼的報道の塔』

時代を見すえ悠久の時を刻む
ソーラー電波時計

　平成16年10月、25年後の後進に夢を託し、塔の基礎
部分には当協会の歴史と伝統を次の世代に伝えるた
め、各加盟社発行の記念紙に記念品を添えて収納し建
立したものです。
　石原慎太郎元東京都知事をはじめ、都議会議長、建
設局長等の協力と支援を得て、都立公園では130年と
最も古く、由緒ある芝公園内に、ソーラー三面電波時計
付き「複眼的報道の塔」を建立・寄贈したものです。

芝公園のもみじ谷の
モニュメント

役員活動体制

＜協会役員・顧問＞
名誉会長 波田幸夫 （環境新聞社）
理事長 入澤　亨 （官庁通信社）

副理事長 石井貞德 （旅行新聞新社）
〃 積田朋子 （観光経済新聞社）
〃 河合良紀 （建設新聞社）

専務理事 須貝律緒 （日本専門新聞協会）
常任理事 古川興一 （創樹社）

〃 金子眞紀子 （国際農業社）
〃 林　初男 （日本工業経済新聞社）
〃 仁平英紀 （東京交通新聞社）

理事 篠本　勝 （日本水道新聞社）
〃 間庭正弘 （日本電気協会新聞部）
〃 福島真明 （水道産業新聞社）

監事 有馬弘純 （塗料報知新聞社）
〃 秋山智昭 （秋山法律事務所）

顧問 大塚一雄 （金融タイムス社）
＜政治連盟役員・顧問＞

会長 大塚一雄 （金融タイムス社）
副会長 岸田義典 （新農林社）
幹事長 小屋勝志 （カーアンドレジャーニュース）

副幹事長 須貝律緒 （日本専門新聞協会）
幹事 長島貴好 （アイク）
〃 積田朋子 （観光経済新聞社）
〃 仁平英紀 （東京交通新聞社）
〃 大林洋介 （教育新聞社）

監査 金子眞紀子 （国際農業社）
〃 秋山智昭 （秋山法律事務所）

名誉顧問 波田幸夫 （環境新聞社）

日本専門新聞大会フェスティバルに
協賛いただいている企業様

文部科学大臣賞

送り火（３枚） 山中　健次 一般応募

理事長賞

習字紙舞う獅子（３枚） 伊藤　良一 一般応募

審査委員長賞

奇跡 米子久美子 一般応募

加盟社特別賞

将来の夢は？ 建設業！（３枚） 市川　仁史 日本工業経済新聞社

秀作

高野山（３枚） 相川　頼之 一般応募

国会議事堂 浅越　義弘 一般応募

日本の華火（３枚） 大島　正美 一般応募

壁画も夢を見る（３枚） 小川　慶太 東京交通新聞社

Extraordinary Scenery（非日常の景色） 角田　美穂 大分建設新聞社

13年の約束、3.11（３枚） 門林泰志郎 一般応募

見物（３枚） 忽那　博史 一般応募

ごきげんさん 古閑マス子 一般応募

高原の出会い 小林　　猛 一般応募

幼い訪問者 武田　　治 一般応募

制止（３枚） 中川　雄喜 一般応募

光の道（３枚） 平野　昌子 一般応募

涅槃像のすす払い 百﨑　礼治 一般応募

有限会社
協同新聞出版発送所

電話 ： 03-3375-3661～2
http://kyoudou-1954.jp/

情報印刷株式会社
電話：03-3262-5740

http://www.johopt.com

株式会社きかんし
電話：03-5534-1234

https://www.kikanshi.co.jp/

昭和情報プロセス
株式会社

電話：03-3452-8451
https://www.showa-joho.co.jp

株式会社サンビジネス
電話：03-3455-5294

https://www.sunbi.co.jp

株式会社東伸社
電話：03-5638-0250

https://www.toshinsha.co.jp

株式会社晃栄社
電話：03-3814-2646
FAX：03-3812-4365

株式会社日刊スポーツ
PRESS

電話：03-5550-8210
https://www.nikkansp.co.jp

勝美印刷株式会社
電話：03-3812-5201

https://www.shobix.co.jp

JAPAN SPECIALIZED NEWSPAPERSJAPAN SPECIALIZED NEWSPAPERS
ASSOCIATIONASSOCIATION
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第77回新聞週間
第31回日本専門新聞 写真コンクール

　

令
和
6
年
の
専
門
新
聞
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
は
、協
会
の
皆
様
、各
加

盟
社
の
協
力
に
よ
り
、協
会
員
は

も
と
よ
り
、一
般
読
者
の
皆
様
の
作

品
が
今
年
も
総
数
1
0
3
7
の

大
台
の
点
数
に
達
し
ま
し
た
。

嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

審
査
は
例
年
通
り
、関
口
照
生
、

林
義
勝
、共
に
日
本
写
真
家
教
会

会
員
の
両
名
が
行
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
、文
部
科
学
大
臣
賞

は
一
般
公
募
の
山
中
健
次
氏「
送

り
火
」3
枚
組
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

炎
の
強
さ
が
送
る
先
祖
へ
の
畏

敬
の
念
と
祈
り
の
心
へ
と
導
き
、そ

の
炎
の
中
に
ま
た
心
を
鎮
め
る
祈

り
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。炎
の
色
だ

け
で
撮
ら
れ
た
こ
の
作
品
は
秀
逸

な
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
作
品
と
共
通
す

る
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

理
事
長
賞
は
一
般
公
募
の
伊
東

良
一
氏「
習
字
紙
舞
う
獅
子
」3

枚
組
で
す
。始
め
て
見
ま
し
た
。こ

の
習
字
に
は
何
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、3
枚
組

の
構
成
も
良
く
、獅
子
舞
の
勢
い

と
動
き
を
止
め
ず
に
捉
え
、動
と

静
が
感
じ
ら
れ
る
。動
画
を
見
て

い
る
様
な
作
品
で
す
。

　

審
査
委
員
長
賞
は
、や
は
り
一
般

公
募
の
米
子
久
美
子
氏「
奇
跡
」

で
す
。最
速
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー

ド
で
撮
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、港
の

前
の
路
上
に
並
べ
た
魚
に
水

を
振
り
か
け
た
一
瞬
の
作
品

で
す
。偶
然
か
、写
真
の
マ

ジ
ッ
ク
か
、写
真
の“
川
柳
”

か
、ま
さ
に“
奇
跡
”の
1
コ

マ
で
す
が
、並
べ
ら
れ
た
魚
の

鮮
度
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

加
盟
社
特
別
賞
は
、市
川
仁
史

氏
の「
将
来
の
夢
は
？
建
設
業
」が

選
ば
れ
ま
し
た
。建
設
業
の
様
々

な
作
業
に
子
供
達
が
興
味
津
々
に

な
っ
て
い
る
様
子
を
愛
情
を
も
っ
て

切
り
取
っ
て
い
ま
す
。3
カ
ッ
ト
共

秀
作
で
す
。一
瞬
の
表
情
や
動
き

を
捉
え
る
の
が
上
手
い
で
す
ね
。

　

秀
作
は
13
点
選
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、今
回
は
力
の
あ
る

作
品
が
多
く
賞
を
選
ぶ
の
に
苦
労

し
ま
し
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
3
枚
組
の
作
品
が

多
く
受
賞
し
て
い
ま
す
が
、写
真

本
来
の
1
枚
の
中
に
感
動
が
詰
め

込
ま
れ
て
い
る
作
品
に
出
会
い
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
1
枚

の
作
品
を
真
剣
に
制
作
す
る
為
に

対
象
物
と
の
対
話
を
大
切
に
、そ
し

て
真
摯
に
対
峙
し
て
シ
ャッ
タ
ー
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。期
待
し
て
い
ま
す
。

審
査
委
員
長
講
評

関口 照生氏
日本写真家協会会員

倉敷芸術科学大学客員教授

審査委員長賞
奇跡

米子久美子／ 一般応募

　この度は審査委員長をいただきましてありがとうご
ざいます。この作品は釜山の朝市にて開店準備の際に
魚売りの女性が魚に水撒きをしている様子です。早朝
からこのシャッターチャンスを待ちわびておりました。
　奇跡的にも魚の形をした水の造形にめぐり会えまし
た。これからも奇跡を信じて撮り続けます。

文
部
科
学
大
臣
賞
な
ど

入
選
作
品
17
点
決
ま
る

公
益
社団法人
日
本
専
門
新
聞
協
会
は
第
77
回
新
聞
週
間
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
愛
好
家
お
よ
び
加
盟
各
社
の
写

真
・
読
者
を
対
象
に
「
第
31
回
日
本
専
門
新
聞
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
た
が
、
審
査
委
員
会
、
理
事
会

で
そ
れ
ぞ
れ
の
入
選
作
品
が
決
定
。
受
賞
者
は
10
月
17
日
の
日
本
専
門
新
聞
大
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
る
。

理事長賞
習字紙舞う獅子

伊藤良一 ／ 一般応募

　この度理事長賞をいただきありがとうございます。
　作品はあきる野市の神社で行われる 3 匹獅子舞でこの瀬戸岡獅子舞の
最大の特徴は獅子頭のたてがみで書き終わった習字紙を使っており踊り
も激しいので習字紙が周囲に散らばります。
　昨今子供の獅子のなり手が減っており難しくなっているようですが貴
重な日本の伝統芸能が続くことを願っています。

文部科学大臣賞
送り火

山中健次／ 一般応募

　和歌山県南部でお盆の行事として行われる送り火。生憎小雨の降る天候
でしたが、新盆を迎えた家の家族がお盆に使用した供養の提灯などを海岸
で燃やして、亡くなった人の魂を送ります。以前は、海へ流していたよう
ですが、現在は、環境に配慮して浜辺で焚き上げます。このような伝統的
な行事は、年々簡素化されたり、場所によっては途絶えてしまっている所
もあると聞きますので、大事に継承していってもらいたいと思います。



令和6年10月17日（木）（4）

第77回新聞週間    第31回  日本専門新聞 写真コンクール
加盟社社員・読者及び一般応募　全国から1037点

秀　作

高野山（3枚）
相川頼之 ／ 一般応募

国会議事堂
浅越義弘 ／ 一般応募

制止（3枚） 
中川雄喜 ／ 一般応募

　多数の作品の中から評価をいただき、誠にありがとうござ
いました。今回の写真は埼玉県内のイベントで、建設業関係
の団体や企業が仕事を紹介するブースを取材している時に、
子ども達が建機やドローンに興味を持って接する姿を撮影し
たものです。子ども達の素直な表情や将来性と建設業の可能
性を、3 枚組で表現しました。これからも取材を通して、建設
業の果たす役割や魅力を撮影していきたいと思います。

加盟社特別賞
将来の夢は？建設業！

市川仁史 ／ 日本工業経済新聞社

日本の華火（3枚）
大島正美 ／ 一般応募

壁画も夢を見る（3枚）
小川慶太 ／ 東京交通新聞社

幼い訪問者
武田治／ 一般応募

光の道（3枚）
平野昌子／ 一般応募

ごきげんさん
古閑マス子 ／ 一般応募

涅槃像のすす払い
百﨑礼治 ／ 一般応募

高原の出会い（3枚）
小林猛 ／ 一般応募

13年の約束、3.11（3枚）
門林泰志郎 ／ 一般応募

見物（3枚）
忽那博史 ／ 一般応募

Extraordinary Scenery
（非日常の景色）

角田美穂 ／ 大分建設新聞社


